
海老名市立有鹿小学校 学校運営協議会 議事録 

（令和６年度 第１回） 

 

１ 日時         令和６年５月 23 日（木）10：00～12：00 

 

２ 場所         海老名市立有鹿小学校 コミュニティ･ルーム 

 

３ 出席委員    鍵渡正徳委員、碓井雅巳委員、越智正則委員、大久保敏委員 

          北川八重子委員、田中由美野委員、伊藤恵美子委員 

姫野珠実委員、内山大輔委員 

          教育支援課 日野 玄隆 指導主事 

４ 会議の内容  

（１）開 会 

 

（２）委嘱状交付 

委託状の交付 

 

（３）自己紹介 

 

（４）会長、副会長の選出 

    会長に、鍵渡委員を選出 

    副会長に、碓井委員を選出 

 

 

（５）議事①令和６年度教育活動（グランドデザイン）について 

姫野校長：グランドデザインについては、境前校長が作成されたものを引き継いでいる。 

    学校教育目標は、小中一貫教育ということで、中学校区でそろえている。３つ

の具体目標が実現できるよう、関係各所と連携しながら、取り組んできたい。 

    有鹿小としての特色ある取組としては、交流活動、鼓笛、ICT 教育の３つを掲

げている。６つのグループにそれぞれミッションを割り振り、目標が実現でき

るよう取り組んでいきたい。 

※年間計画について資料をもとに説明 

 

田中委員：６つのグループにミッションがあるということだが、カリキュラム・マネジメン

トグループのリーダーは、どなたか。 

内山教頭：わたしです。 

姫野校長：学校経営方針に、インクルーシブ教育とある。一人一人の特性に応じて、すべて

の子どもに学びの機会を保障していきたい。 



伊藤委員：インクルーシブ教育については、先日、市と県が会議をした様子が報道されて 

いたが、どのようなゴールをイメージしているのか。また、それを受けて、有鹿

小では、どのような取組を考えているのか。 

姫野校長：まだ、具体的な内容の説明は市教育委員会から受けていないが、フルインクルー

シブ教育については、それぞれの捉え方があるので、色々な方のご意見を聞きな

がら、どのようなことができるのかを考えていくという方向性は聞いている。 

伊藤委員：インクルーシブと聞くと、支援学校の子どもと市立小・中学校の子どもが関わる

というイメージがあるが、実際はどうなのか。 

日野指導主事：市内の支援学校と交流している学校はある。今後、どのような形で展開できるか、

研究をしていく。支援級がなくなるというイメージがあるかもしれないが、どの

ような形で一緒にやっていけるかを考えていきたい。 

碓井委員：インクルーシブは包摂性という意味で、誰でも受け入れられるということ。 

     ただ単に受け入れるのではなく、子どもの資質を育むための下地が大切だと感

じている。 

姫野校長：フルインクルーシブについては、それぞれの捉え方があるので、どのようなこと

ができるのか、これから考えていきたい。 

日野指導主事：市教育委員会でも、６月にフルインクルーシブについて、地域の方と話をする機

会を設けることになっている。 

姫野校長：かつて総合的な学習の時間が導入されたときも、教職員の意識のなかでしっくり

くるまでに、数年かかった。フルインクルーシブについても、定着するまでに、

ある程度探りながら進めていく必要があると考えている。 

しかし、根本を考えてみると、金子みすゞの詩にもあるようにインクルーシブの

考え方は昔からある。また、「ゆずる」と「ゆるす」は大事だと道徳等で指導して

きた。そういう心の部分の素地をつくっていかなければいけないと考えている。 

田中委員：ふれあいパトロールについて、今年度の計画はどのようになっているか。 

内山教頭：ふれあいパトロールは、昨年度と同様の方法で、保護者と地域の方のお力を借り

ながら実施していく。ＰＴＡの負担軽減の観点から、回数については減らしてい

る。また、ＰＴＡによる朝の立哨については、これまで当番制で行っていたが、

共働き世帯も多くなっていることから、できる人ができるときに立哨する方式に

変更しようと試みている。５月からトライアルという形で、始まっている。 

田中委員：以前も、未就学のお子さんがいる場合は、立哨をやらなくてもよいという形にな

っていた。個人情報を扱うことから、校外指導委員の負担は、重いと感じている。 

     交通安全教室は、実施しているのか。 

内山教頭：交通安全教室は、５月 17 日に実施し、併せて保護者向けの立哨講習会も行った。

想定していた以上の参加があった。 

 

   （立哨活動についての情報交換） 

 



議事②令和６年度学校運営協議会、実施計画 

姫野校長：（年間の日程と内容について説明） 

全委員から承認 

「目指す姿」の実現にむけて協議は、２回目、３回目の会議において引き続き協議 

 

（６） 事務連絡 

○年間行事予定について 

 ・体育館エアコン工事のため、運動会後は体育館使用不可 

 ・せせらぎ祭りの参加は、今年度見送り 

○今後の学校運営協議会の開催について確認 

・次回 令和６年 11 月 20 日（水）10:00 から開催予定。 

 

（７） 閉会 

 


